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  　県事協だより　No.148　　　2025年７月16日

 　発行：鹿児島県公立小中学校事務職員協議会　　編集：県事協理事会

 【今年度新役員体制】 　

 
  第24回総代会を開催しました 

 
   第24回総代会を７月４日互助組合会館３F大会議室にて開催いたしました。

　開会宣言・開会あいさつに続いて、来賓の県教職員組合・県教職員互助組合・教職員共済・学校生

協（福利厚生事務センター ・県教職員共助会の代表の方々から、日頃の感謝と激励の言葉をいただ）

 きました（県教育庁教職員課は都合により欠席 。）

　引き続き、日置地区の松元 裕之さん（荒川小）を議長に、熊毛地区の山元 慶太さん（榕城小）を

記録に選出し、第1号議案「事業経過・決算報告に関する件 、第2号議案「事業計画・予算案に関す」

 る件 、第3号議案「役員承認に関する件」が審議され、すべての議案が承認されました。」

　今後とも「県下の学校事務職員が情報を共有・享受し広域的に連携する」という県事協の目的を果

 たせるよう、精一杯活動していきます。

 　なお、上述したとおり、総代会での承認を受けて、役員体制が変わります。

　３年間、財務担当理事として、予算のやりくりだけでなく、各地区協議会との連絡窓口や文書作成

・発送、諸会合等の会場確保まで、幅広く活動を支えてきた 岩切 輝仁さん（西阿木名小・中・三京

分校 、５年間、広報担当理事として、県事協だよりの編集・ホームページの更新等に携わってきた ）

 城森 隆行さん（市来小 、の２名が退任いたしました。）

　後任の理事役員として、南薩地区の 武安 大地さん（川辺中 、日置地区の 柳 光洋さん（伊作田）

 小）が選出・承認されました。

　また、今年度の監事には、南薩地区の 坂元 隼さん（加世田中 、北薩地区の 柏木 博子さん（山）

 崎小）が選出されました。

　今後とも、会員の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

 
  第１回評議員会も開催しました 

     県事協第24回総代会に先立ち、第１回評議員会を同会場にて開催しました。

　冒頭、会長より「新燃岳の噴火等に見舞われる中，各地区評議員の参加をもって本会が開催できるこ

とをありがたく思う。短い時間ではあるが，総代会に向けての話や，各事業について担当からの説明な

 どさせていただく。各地区から忌憚ないご意見を出していただきたい 」とのあいさつがありました。。

　引き続く協議では、総代会で審議される議案についての説明、県費事務改善検討委員会事業の進行計

画、学校事務現状報告会に関する協議の進捗状況、マニュアル等印刷サービスの計画提示などを行い、

 各地区評議員の皆さんに審議していただきました。

、 、　各議案の確認後は 県費事務改善検討委員会・印刷サービスについての質疑応答や意見交換が行われ

 短い時間ながらも充実した会議になりました。

役職名 名前 地区 学校名 備考

会長 野﨑　浩一 北薩 鶴川内中

副会長 柿元　健志 大隅 有明小

谷村　裕子 姶良伊佐 蒲生中

武安　大地 南薩 川辺中 新任

折田　智成 鹿児島 宇宿小

宮後　公治 大隅 牛根小

柳　光洋。 日置 伊作田小 新任

坂元　隼。 南薩 加世田中 新任

柏木　博子 北薩 山崎小 新任

理事

監事

６月19日 理事会

７月４日 第１回評議員会・総代会
県費事務改善検討委員会事業
説明会・第１回常任委員会

７月25日 県費事務改善検討委員会①
８月８日 県費事務改善検討委員会②
８月25日 県費事務改善検討委員会③
９月12日 理事会・第２回常任委員会

活動経過及び予定
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   理事役員 退任のあいさつ 
 

 天城町立西阿木名小・中学校・三京分校　岩切 輝仁　
 

このたび理事を退任することになりました川畑小学校改め西阿木名小・中学校・三京分　

校の岩切です。人事という避けられない理由とはいえ，４月をもって委嘱期間満了前の退

任となってしまい，会員のみなさま，そして理事役員のみなさまにも大変ご迷惑をおかけし

ました。とりわけ後任の理事を担っていただいた武安先生には大きなご負担をおかけして申

 し訳なく思っております。

　 ある程度の想定はしていても，やはり総代会を待たずに退任という形になり，申し訳ない

気持ちと心残りはありますが，2025年度の総代会も無事に終了したということを伺って，ほ

 っとした気持ちであります。

2022年度途中から理事を担うことになり，３年近く，県事協に関わらせていただきました。ほとんど分からない状

態からのスタートではありましたが，在任中は，常に先を見ながら計画的に私がなすべきことをなせるよう心掛けて

過ごしてきたつもりではあります。また，学校事務職員として大事にすべきことは何かということを，「自分さえよけれ

ば」という気持ちではなく，「学校事務職員全体のためにどうすべきだろうか」という視点は失わないように過ごしてき

 たつもりでもあります。退任して，一会員となってもこの視点は失わないようにこれからも過ごしていくつもりです。

理事という役を通して，いろいろな方々と面識を持たせていただくこともできました。様々な場面でまたお会いす

 ることもあると思いますので，この出会いやつながりも大事にさせていただきます。

　 最後になりますが，これまで関わらせていただいた方々へ，感謝の気持ちを込めましてありがとうございました。

 そして，またこれからもよろしくお願いします。

 

 　
 いちき串木野市立市来小学校　城森 隆行  

 
 　 2020年の６月からスタートして丸５年，理事として活動させていただきました。

　 2020年と言えばコロナ禍真っ只中で，大した活動もできないだろうと高を括っていたのです

 が，思い返せば結構いろいろがんばったような気がしています。

　 そんながんばったような気がする日々の中で，県事協だよりへ原稿をご提供いただいたりし

ながら，県事協という組織が，各地区協議会をはじめ，様々な団体に支えられているんだなと

 いうことを，芯から本から理解できた気がします。

　 なにやら気がしているばかりなので，少し話を変えて。ひと月ほど前の通勤途中の道路に高

齢女性が仰向けに倒れていました。通り過ぎてしまおうかな…という「自分ファースト」が一瞬ち

らつきましたが，車を停め，声をかけ，道路脇に運び，頭部からの滝のような出血に狼狽えつつも救急車を呼び，

無事病院へ搬送してもらうことができました。また，今日この会場へ歩いて来る途中，公園のトイレに寄ったところ，

多目的トイレの水が流れ続けているのを見つけました。面倒だしほっとこうかな…とこれまた「自分ファースト」がちら

つきましたが，レバーをちょんっと弾いてやるという小手先のテクニックで水を止めてあげることができました。このよ

うに，県事協の運営に５年もかかわると，他人事をそのままにせず，自分のことのように取り掛かって解決できる人

間になれるような気がしないでもありません。ぜひ皆さまも，怯むことなく前のめりで県事協という組織にかかわって

 いただければと思います。

　 わたしも引き続き，一会員として県事協の活動に協力していこうと思っていますが，ひとまずしばらくは「自分ファ

 ースト」で過ごす気満々でおります。５年間ありがとうございました。
 

 

  理事役員 就任のあいさつ 
 

 南九州市立川辺中学校　武安 大地　
 
このたび県事協理事をさせていただくことになりました。岩切さんの後任となりますが、少々頼り

ない後任となります。お前で大丈夫かよと私が一番思っています。心の中で思っていても言わないで

ください。書類が来ない、連絡が来ない、旅費が間に合わない等様々なご迷惑をおかけすることが予

 想されますが、寛大な心で笑って許してください。
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  第20次県費事務改善検討委員会事業がスタートしました 

 評議員会・総代会を大過なく終え、  
， 、一息ついたあと 14時から同会場にて

各地区から推薦された常任委員・検討

委員の方々にご参加いただき、県費事

務改善検討委員会事業説明会を開催し

 ました。

、 、　説明会では まず事業担当理事から

通勤・児童手当のマニュアル改訂に人

数を要することなどを含んだ概要説明

を行い、全体の流れを確認しました。

その後、それぞれの担当に分かれて、

これからのスケジュールと具体的な作

 業について話し合いました。

　今後は、夏季休業期間に ３回（７月

25日、８月８日、８月25日）の検討

委員会を開き、各地区から寄せていた

だいた事例等をもとに改訂作業を進め

 ていくことになります。

　県費事務改善検討委員会は、日々の

多忙な業務を抱えながらも、各地区か

らの打診を快諾いただいた、右の表に

記載された方々で構成されています。

これからも暖かいご支援・ご声援をよ

 ろしくお願いいたします。

　

 岩元　佳子 西伊敷小 常任委員

 松村　啓子 広木小 検討委員

住居手当  橋口　健太郎 川内中央中 常任委員

 尾之上　理衣 岸良学園 常任委員

 濱田　巧 市来中

 福田　陽一 桜島中

 前田　駿兵 錦江中

単身赴任手当  黒木　佳穂 松元中 常任委員

 立石　紀子 金峰学園 常任委員

 池之　浩二 河頭中

 新原　理斗 志布志中

 福里　政次 羽島中

 城森　隆行 市来小

 二渡　諒 牧園中 常任委員

 有留　友里 安良小

 古川　陽菜 中津川小

 新原　仁 花田小 常任委員

 鶴田　京佑 阿木名小

 中野　秀子 開聞小

 福島　大三 阿久根小 常任委員

 上野　優子 安房小

 村瀬　昭博 大川小

福利厚生
関係実務 検討委員

関係様式・
ハンドブック

給与電算・
出力資料・
給与振込編

児童手当

給与事務編

検討委員

検討委員

検討委員

検討委員
認定・電算
マニュアル

実務手引書

通勤手当

扶養手当

 
　県事協事業について、今まで常任委員、検討委員等をしたことがないので、知ら

ないこと・分からないことが多いです。やっておけばよかったと少し後悔するとこ

 ろもありますが、これから学んでいきたいと思います。

　「県下の学校事務職員が等しく情報を共有・享受し、広域的に連携する」という

目的を第一に、これからの県事協に求められていることや在り方、担っていかなけ

 ればならないことについて私なりに考えていきたいと思います。

　ちゃんとしたあいさつをと思いましたが、私らしくと思った結果このようなあい

さつとなってしまいました。できる限りのことを精一杯やりたいと思います。頼り

ない理事ですので会員の皆様、助けてください。これからも県全体で学校事務職員がつながり、共に学

 び合いながら成長できる県事協であるようにご協力をよろしくお願いします。

 

 
 日置市立伊作田小学校　柳 光洋　

 
　日置市立伊作田小学校の柳です。本校は，全職員14名ですがそのうち３名が柳と

 いう姓なので電話をかける時はお知りおきください。

　広報担当なので県事協だよりと県事協のホームページの担当です。県事協だより

 の編集後記は期待しないでください。それ以外をしっかり見てください。

 　先日の会でホームページビルダーをいただきました。勉強します。
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           各地区の事務職員会等の紹介
 
 

 

 

大島地区より 
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  認定ﾏﾆｭｱﾙ・実務手引書ﾃﾞｰﾀはHPに掲載中 

「諸手当認定・電算マニュアル 「学校事務の実務手引書」の2024年度版データを、以前からご案内していたとお　 」

（不明の場合は地区評り、５月から県事協HPの『会員のページ』内に掲載してあります。パスワードが分かっていれば

 議員へお問い合わせください。）、どこからでもアクセス可能になります。ぜひ覗いてみてください。
  

※　ブラウザの種類によっては会員のページに入れないことがあるようです。その場合はEdgeやChromeでアクセス
 してください。

※　県事協ホームページへは、県教職員共助会ホームページのリンクページからアクセスするようにしてください。
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  鹿児島県教職員福祉事業連絡会からのお知らせ 

 編集後記
 　 昔の話。ある同業者に「なんちゃって事務職員」と表現されたことを妻から聞いた。不思議と腹は立たず，言いえて妙とさえ思った。

初任校では隣の学校の先輩事務職員から「学校事務職員なのかサッカー部の顧問なのか」と，半ば のような問いを投げかけられ叱責
た人間だからであろうか。なおかつだいぶサッカー部の顧問寄りでもあったからであろうか。そのうえに，ものごとを深く突き詰めることが
得意ではないくせに，人並みに好奇心や功名心があるものだから，いろいろと手を出した挙句，なんちゃってな感じになりがちなのだろう

 と，すっかり「なんちゃって」を受け入れてしまった過ぎし日の私。
　 時を経て，県事協理事会に５年間も所属した。５年はそれなりに長い時間だが，なんとかなるものである。７年・８年やった人，再登

 板する人などなど，どっぷりと突き詰める人たちには敵わないけれども，これでだいぶちゃんと学校事務職員であろうか。
　 ちゃんとしたかどうかの答えは出しようもないが，所属している間にいろいろなことを経験させてもらった。初めて触れるホームページ
ビルダーや一太郎，JUST PDFに虚無感を覚えたり，印刷サービスのとりまとめに右往左往したり…。その他もろもろかかわってきたが，
中でも県事協だより121号～148号までの作成に携われたことは得難い経験だった。なかなか代わり映えさせられない紙面に，各地区
協議会や福祉事業連絡会からの原稿が，鮮やかな彩りを与えてくれるたびに，他者に助けられながら生きていることを実感した日々。

 求められてもいない「なんちゃって編集後記」を好き勝手に書き連ねた日々。振り返ってみれば美しい思い出である。
　 さて、県事協という業界団体 の会員約600人に広報誌をお届けする役割を，なんとか（学 校事務 職員どっぷりの先 輩が好ん で使 っていた言 葉である）
務めあげられそうで嬉しい気持ちが溢れかえっている。余裕の「よ」の字もないところから始まって，雑多なことを都度この欄に書かせて

 いただいたが，目に見えるクレームを頂かぬまま書き終えられそうなのも，また喜ばしい。
　 なお，すでにお気づきかと思うが，私は「なんちゃって」をお気に入りである。そんな，なんちゃって○○感覚で，「やりきれれば最高，
ダメならヘルプミー」と割り切ってしまえばこそ，やれたところもある。だからというのはどうかと思うが，どんな役割にしろ，いつかあなたに

「県下の学校事務職員が等しく情報を共有・享受し、広域的に連携す声がかかった際は，ぜひ躊躇うことなく軽やかに参加して
 る」ために力を発揮していただきたい。そんな願いを勝手にお届けして，心晴れやかに走り去る盛夏の私である。　 　 　 　 　 城

　 　　 ※　 最後まで読んでいただきありがとうございました。これからも一会員として県事協事業に全身全霊で心を燃やそうと思います。なんちゃって。
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